
1 『続古事談』写本の翻刻と国語学的私注〈４〉

【
訂
正
】

・�

私
注
〈
２
〉
第
５
話
の
「
油
漏
器
」
の
「
器
」
は
「
う
つ
は
も
の
」
と
訓

ず
る
。

・
私
注
〈
３
〉
119
頁
10
行
目
「
中
国
で
の
～
無
い
が
、」
を
削
除
す
る
。

【
翻
刻
】

（
12
）	

又
、
此
御
時
、
或
人
、
内
裏
へ
柑
（
か
む
じ
）子＊
の
木
を
参ま
い

ら
せ
＊

た
り
け
る
を
、

な
に
か
し
の
つ
ほ
＊

に
殖う

へ
て
＊

愛
せ
＊

さ
せ
給
け
れ
は
、
蔵
人
・
瀧

口
＊

な
と
あ
つ
ま
り
て
、
木
を
枯か

ら
さ
し
＊

と
て
、
家
＊

を
造つ
く

り
覆お
ほ

へ

り
＊

け
る
を
、
為
隆
参
て
是
を
見
て
「
あ
れ
は
何
事
そ
、
さ
る
事
や
は

あ
る
へ
き
」
と
て
、
御
（
み
く
ら
）倉
の
小
（
こ
と
ね
り
）

舎
人
＊

を
召
て
散
々
に
＊

壊こ
ほ

た
せ
＊

て

け
れ
は
、
木
ほ
と
な
く
枯か

れ
に
け
れ
と
も
、
人
ち
か
ら
も
及を
よ

は
す
＊

、

君
も
仰
ら
る
ヽ
事
な
し
。

【
注
釈
】

●
柑
子　

色
「
柑
子 

カ
ム
シ
」（
カ
植
物
、
柑
字
に
平
声
点
は
あ
る
が
、
子

字
に
濁
声
点
は
無
い
）。
観
は
「
柑
子 

カ
ム
シ
」（
仏
下
本
84
、
声
点
あ
る
が

濁
声
点
で
は
な
い
）
と
し
て
、
単
独
字
を
収
め
な
い
。「
柑
」
は
韻
鏡
で
40
転

牙
音
全
清
一
等
、
推
定
韻
母
は
am
。
カ
ム
ジ
→
カ
ウ
ジ
→
コ
ウ
ジ
と
い
う
変

化
。
天
治
本
新
撰
字
鏡
「
白
樹 

加（
か
し
の
き
）

志
乃
木　

甘
橘 

加
无
志　

占
斯 

久（
く
る
み
）

留
弥
」

（
小
学
篇
字
及
本
草
木
異
名
第
六
十
九
）
と
あ
り
、
見
出
し
の
漢
語
に
対
し
て

和
語
の
異
名
が
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
カ
ム
シ
と
あ
る
の
は
、
字
音
意
識
が
低

い
こ
と
に
よ
る
か
。
字
鏡
集
「
柑 

タ
モ
ツ 

タ
モ
キ
」（
白
河
本
、
龍
大
本
）、

春
林
本
下
学
集
「
橙
〈
カ
ブ
チ
〉
蜜
柑
〈
ミ
ツ
カ
ン
〉
柑
子
〈
カ
ン
ジ
、
左

傍
訓
カ
ウ
ジ
〉
橘
柑
〈
キ
ツ
カ
ン
、
左
傍
注
「
キ
ン
は
檎
歟
」〉
或
ハ
作
レ

金
」

（
草
木
門
）、
文
明
本
節
用
集
「
柑
子 

カ
ウ
シ
」（
カ
草
木
）、
倭
玉
篇
は
篇
目

次
第
「
柑 

タ
モ
キ
」、
夢
梅
本
「
橙 

カ
フ
ジ
」（「
柑
」
字
収
録
せ
ず
）、
日
ポ

『
続
古
事
談
』
写
本
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の

翻
刻
と
国
語
学
的
私
注
〈
４
〉

勝　
　

田　
　

耕　
　

起
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「C
ŏji

」。
古
本
説
話
集
写
本
は
全
て
仮
名
書
き
で
「
か
う
し
」
と
記
す
。

●
ま
い
ら
せ　

献
上
す
る
意
の
謙
譲
語
「
ま
ゐ
ら
す
」（
下
二
段
）。
穐
田
定

樹
「「
ま
ゐ
る
」
と
「
ま
ゐ
ら
す
」」（『
国
語
国
文
』
三
五
の
五
、
一
九
六
六
）

に
平
安
鎌
倉
期
の
語
法
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

・
源
氏
物
語
の
「
ま
ゐ
ら
せ
給
ふ
」
は
〈
ま
ゐ
ら
・
せ
（
使
役
／
尊
敬
）・

給
ふ
〉
と
見
な
し
得
る
も
の
が
殆
ど
だ
が
、
尊
敬
語
を
伴
わ
な
い
「
ま

ゐ
ら
す
」
は
一
語
の
〈
ま
ゐ
ら
す
〉
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
少

な
く
な
い
。

　

例　

御
行
ひ
に
御
手
水
ま
ゐ
ら
す
る
中
将
の
君
（
源
氏
・
幻
）

　
　
　
「
く
だ
も
の
な
ど
ま
ゐ
ら
せ
よ
。〈
中
略
〉」
と
宣
ひ
て
（
源
氏
・
幻
）

・〈
ま
ゐ
ら
す
〉
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
へ
か
け
て
、
急
速
に
勢
力
が
強

く
な
っ
て
、〈
た
て
ま
つ
る
〉
の
領
域
ま
で
お
か
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
に
ひ
き
か
え
、〈
ま
ゐ
る
〉
は
専
ら
衰
弱
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。（
七

頁
）

●
つ
ほ　

色
「
坪 

ツ
ホ 

田
―
也
」（
ツ
地
儀
、
黒
川
本
）。
中
庭
の
こ
と
。

枕
草
子
「
前
は
つ
ぼ
な
れ
ば
前
栽
植
へ
」（
二
二
七
、
一
条
の
院
を
ば
）。
日

国
は
「
転
じ
て
、
宮
中
の
部
屋
を
い
う
」
と
し
て
古
今
集
「
か
む
な
り
の
つ

ぼ
に
人
々
あ
つ
ま
り
て
」（
秋
上
・
一
九
〇
・
詞
書
）
の
例
を
あ
げ
る
（
雷
壺

は
襲
芳
舎
の
こ
と
）。
一
方
、「
つ
ぼ
ね
（
局
）」
と
い
う
単
語
も
同
じ
も
の
を

指
す
（
源
氏
物
語
・
桐
壺
「
御
つ
ぼ
ね
は
き
り
つ
ぼ
也
」）
が
、
ツ
ボ
と
ツ
ボ

ネ
の
語
源
的
な
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
辞
書
が
多
い
。
が
、
角

川
古
語
大
辞
典
は
【
ツ
ボ
（
坪
）
→
ツ
ボ
ヌ
（
坪
の
動
詞
化
）
→
ツ
ボ
ネ
（
ツ

ボ
ヌ
の
名
詞
形
）】
と
い
う
見
解
を
示
す
。
動
詞
ツ
ボ
ヌ
は
仕
切
る
意
で
紫
式

部
日
記
「
御
屏
風
一
よ
ろ
ひ
を
引
き
つ
ぼ
ね
、
つ
ぼ
ね
口
に
は
几
帳
を
立
て

つ
つ
」（
九
月
十
日
）
と
そ
こ
を
出
典
と
す
る
栄
花
物
語
・
八
・
初
花
に
「
屏

風
を
つ
ぼ
ね
つ
つ
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
時
期
的
に
も
用
例
数
的
に
も
逆
成
（
ツ

ボ
ネ
の
動
詞
化
）
と
み
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
「
ツ
ボ

ネ
」
の
ネ
の
正
体
が
不
明
に
な
る
（
動
詞
「
ツ
ボ
・
ヌ
」
の
成
立
が
先
と
見

る
場
合
、
ヌ
は
ク
、
フ
、
ム
の
よ
う
な
動
詞
化
接
辞
）。

●
う
へ
て　

色
「
殖 

ウ
フ 

植 

種
（
以
下
七
字
）
已
上
同
」（
ウ
辞
字
、
二
巻

本
）、
黒
川
本
に
は
「
殖 

ウ
ユ
」
と
あ
る
が
、
万
葉
集
に
「
人
の
宇
々
流
田

は
宇
恵
ま
さ
ず
（
一
五
・
三
七
四
六
）
と
あ
る
よ
う
に
も
と
は
ワ
行
下
二
段

活
用
で
、
ヤ
行
化
し
た
の
は
室
町
時
代
と
考
え
ら
れ
る
（
黒
本
本
節
用
集
「
栽 

ウ
ユ
ル
」）。
観
智
院
本
名
義
抄
で
も
殖
、
植
、
種
、
栽
な
ど
の
字
に
「
ウ
フ
」

の
和
訓
が
あ
り
、「
ウ
ウ
」
は
無
い
。
こ
の
動
詞
は
『
今
昔
』
に
37
例
あ
る
が
、

ワ
行
の
確
例
は
無
く
、
ハ
行
の
送
り
仮
名
が
４
例
で
、
う
ち
２
例
が
鈴
鹿
本
。

・
宝
ノ
樹
共
ヲ
多
ク
値
ヘ
テ
（
巻
12
の
９
、
※
殖
か
植
の
誤
り
と
み
る
）

・
田
ヲ
殖
フ
ル
時
ニ
（
巻
10
の
２
）

ま
た
、「
殖
」
の
使
用
数
が
「
植
」
に
勝
る
。
古
本
説
話
集
や
大
福
光
寺
本
方

丈
記
で
も
ハ
行
「
う
ふ
」
で
記
さ
れ
て
い
る
。
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●
愛
せ
（
さ
せ
）　

色
「
愛 

ア
イ
ス
」（
ア
人
事
）。
金
光
明
最
勝
王
経
・
平

安
初
期
点
「
臭ク
サ

ク
穢
レ
膿
ウ
ミ
シ
ル

流
つ
ゝ
愛
す
可
（
か
ら
）
ず
」（
巻
十
・
第
三
紙
、

『
国
宝
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経 

天
平
宝
字
六
年
百
済
豊
虫
願
経
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
三
に
よ
る
。「
愛
す
」
の
「
す
」
は
ヲ
コ
ト
点
）。

●
瀧
口　

色
「
瀧
口 

タ
キ
ク
チ
」（
タ
官
職
、
黒
川
本
）。
内
裏
警
護
の
武
士

（
の
詰
所
）。

●
か
ら
さ
（
じ
）　

色
「
枯 

カ
ル
（
以
下
九
字
略
）
乾 

涸 

已
上
同
」（
カ
辞
字
）。

万
葉
集
「
恋
し
け
ば
来
ま
せ
わ
が
背
子
垣
つ
柳や
ぎ

末う
れ

摘
み
可
良
思
わ
れ
立
ち
待

た
む
」（
一
四
・
三
四
五
五
）

●
家
（
を
つ
く
り
お
ほ
へ
り
）　

検
討

事
項
（
１
）
柑
橘
類
の
霜
よ
け
に
設
置

す
る
構
造
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

そ
れ
は
「
家
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な

も
の
か
。
河
原
武
敏
「
平
安
鎌
倉
時
代

に
お
け
る
庭
園
植
栽
の
維
持
管
理
に
関

す
る
研
究
」
に
は
「
四
本
柱
に
茅
葺
き

屋
根
の
冬
囲
い
が
柑
橘
類
の
霜
よ
け
と

し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、『
明
月
記
』

等
に
も
見
え
る
」（『
造
園
雑
誌
』
五
七

の
五
、
一
九
九
三
）
と
あ
っ
て
、
根
拠

【
図
１
】

【
図
２
】
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と
し
て
明
月
記
の

　

�「
昨
今
、
柑
子
橘
樹
造
レ

屋
葺
レ

萓
、
依
二

霜
結
一

也
」

�

（
嘉
祿
元
年
（
一
二
二
五
）
一
〇
月
一
六
日
の
条
）

を
引
用
し
、「
善
信
聖
人
親
鸞
伝
絵
」
を
挙
げ
る
（【
図
１
】
＝
専
修
寺
高
田
本
、

上
巻
四
段
。
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
二
〇
、
九
二
頁
、
角
川
書
店
一
九
七
八

に
よ
る
）。

明
月
記
か
ら
は
四
本
柱
で
あ
る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
現
在
の

み
か
ん
農
家
で
は
【
図
２
】
の
よ
う
に
冬
囲
い
を
行
う
（
写
真
は
「
上
刈
み

か
ん
保
存
会
」
の
記
事
（https://hope-itoigaw

a.jp/report/9836/

）
に
よ
る
）。

ま
た
、
明
月
記
の
例
が
「
家
」
で
は
な
く
「
屋や

（
を
造
り
萱
を
葺
く
）」
で

あ
る
点
に
注
意
し
た
い
。「
屋
」
は
住
居
の
他
、
家
畜
や
貯
蔵
の
た
め
の
建
造

物
を
い
い
（
馬
屋
、
小
屋
な
ど
）、
特
に
屋
根
を
意
味
す
る
例
も
平
安
時
代
に

あ
る
。
イ
エ
に
つ
い
て
は
「
日
国
」
の
「
語
誌
」
に
「（
２
）
上
代
の
文
献
で

は
「
家
屋
」
は
ヤ
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
イ
エ
（
い
へ
）
は
「
家
屋
」

を
も
意
味
す
る
が
、
む
し
ろ
「
家
庭
」
の
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
。〈
後
略
〉」

と
あ
り
、
人
間
生
活
の
た
め
の
構
造
物
・
場
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
る
。

絵
巻
の
方
（
図
１
の
中
心
・
下
）
は
右
に
見
え
る
木
や
人
間
、
建
物
の
大

き
さ
な
ど
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
構
造
物
と
思
わ

れ
る
が
、
萱
葺
の
屋
根
の
下
に
草
花
が
見
え
る
。
よ
っ
て
植
物
を
何
か
か
ら

守
る
た
め
に
「
四
本
柱
に
茅
葺
き
屋
根
」
を
作
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
柑
子
の
木
サ
イ
ズ
に
な
っ
た
に
し
て
も
、
壁
も

戸
も
無
い
構
造
物
を
「
イ
エ
」
と
呼
び
う
る
だ
ろ
う
か
。

検
討
事
項
（
２
）
は
、
本
文
の
「
家
」
が
異
同
も
な
く
正
し
い
も
の
だ
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
読
む
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
色
「
家 

イ
ヘ
」（
イ

地
儀
）、
観
「
家 

音
嘉 

イ
ヘ 

シ
ツ
カ
ナ
リ 

禾
ケ
」（
法
下
52
）
と
あ
っ
て
古

字
書
か
ら
は
「
イ
エ
」
の
訓
し
か
得
ら
れ
な
い
が
、
名
語
記
に
「
家
ヲ 

ヤ 

ト

イ
ヘ
ル
如
何　

答　

ヤ
ハ
屋
也
」（
巻
二
・
四
一
オ
）
と
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代

に
、「
屋
」
と
通
ず
る
も
の
と
し
て
現
代
の
よ
う
に
「
家や

」
と
記
し
た
可
能
性

は
無
く
は
な
い
（
た
だ
し
色
「
屋 

ヤ 

舎 

同
」
ヤ
地
儀
）。

島
田
友と
も

啓の
ぶ

編
『
色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
』（
紀
峰
社
一
九
六
六
）
に
よ
れ
ば

「
家
」
字
を
含
む
語
は
上
巻
に
16
語
、
中
巻
に
17
語
、
下
巻
に
７
語
の
合
計
40

語
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、「
家
」
に
「
ヤ
」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
と
思
し
き
も

の
は
次
の
３
例
（
※
印
は
そ
の
他
の
古
辞
書
の
記
載
）。

①
邸テ
イ

家　

ツ
ヤ　

津
屋
也
（
ツ
地
儀
、
黒
川
本
）

※�

世
俗
字
類
抄
「
邸
屋 

ツ
ヤ 

俗
乍
都
津
屋
」（
ツ
地
儀
）、
易
林
本
節
用
集

「
津ツ

ヤ屋
」

②
店
家　

マ
チ
ヤ　

坐
売
舎
也
（
マ
地
儀
、
黒
川
本
）

※�
前
田
本
「
店
家 

テ
ン
カ
」（
テ
畳
字
、
黒
川
本
も
同
様
）、
世
俗
字
類
抄

「
店
家 
マ
チ
ヤ 

町
舎
是
也
」（
マ
地
儀
）、
二
巻
本
「
町マ
チ 

區 

坊 

店 

家 

樞 

已
上
同
〈
中
略
〉
店マ
チ

家ヤ

」（
マ
地
儀
）
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③
大
家　

オ
ホ
ヤ
（
オ
姓
氏
、
黒
川
本
）

※
二
巻
本
「
大
家 

ヲ
ヽ
ヤ
」、
十
巻
本
は
訓
な
し

右
の
①
～
③
は
い
ず
れ
も
中
巻
で
黒
川
本
し
か
無
い
と
こ
ろ
。
①
②
は
和
名

抄
の
居
所
部
居
宅
類
に
並
ん
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
単
語
で
あ
り
、
出
典
は
順

に
「
弁
色
立
成
」、「
四
声
字
苑
」
で
あ
る
か
ら
漢
語
と
み
な
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

①
は
十
巻
本
和
名
抄
（
高
山
寺
本
）
で
は
「
邸
家
〈
中
略
〉
俗
云
津
屋
此

類
也
」
と
あ
っ
て
、「
津
屋
」
は
漢
語
「
邸
家
」
に
対
応
す
る
和
語
（
と
そ
の

漢
字
表
記
）
で
あ
る
。
二
十
巻
本
（
元
和
本
）
で
は
「
邸
家
〈
中
略
〉
和
名

津
屋
」
と
あ
る
か
ら
、「
津
屋
」
は
万
葉
仮
名
で
、「
ツ
ヤ
」
と
い
う
語
形
を

表
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
漢
語
「
邸
家
」
の
「
家
」
部
分
を
「
ヤ
」

と
読
ん
だ
例
に
は
な
ら
な
い
。

②
は
十
巻
本
（
高
山
寺
本
）
で
は
「
店
家　

四
声
字
苑
云
店
〈
都
念
反
、

今
案
俗
云
町
此
類
也
〉
坐
売
舎
也
」、
二
十
巻
本
に
は
和
訓
が
付
い
て
い
な
い
。

音
読
み
の
「
店テ
ン
カ家
」
が
畳
字
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
①
と
異
な
る
が
、

※
世
俗
字
類
抄
「
マ
チ
ヤ 

町
舎
是
也
」
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
漢
語
「
店テ
ン
カ家
」

に
和
語
「
町ま
ち

舎や

」
が
対
応
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、「
家
」
部
分
を
「
ヤ
」

と
読
ん
だ
例
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

③
は
普
通
名
詞
で
は
な
い
例
で
、
地
名
と
し
て
は
高
山
寺
本
和
名
抄
「
大

家 

於
保
夜
計
」（
郷
里
部
武
蔵
郷
入
間
郡
）
の
オ
ホ
ヤ
ケ
が
あ
る
。
万
葉
集

の
東
歌
「
入い

り
ま
ぢ

間
道
の
於
保
屋
我
原
の
」（
一
四
・
三
三
七
八
）
は
和
名
抄
を
根

拠
に
「
大お
ほ

家や

が
原
の
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
大
伴
家や
か
も
ち持
の
よ
う
な

人
名
を
始
め
、
続
日
本
紀
宣
命
「
己
が
夜
気
授
（
さ
づ
く
）る
人
を
ば
一
日
二
日
と
択
（
え
ら
）ひ
」

（
天
平
元
年
〔
七
二
九
〕
八
月
二
四
日
）、
源
氏
物
語
「
夜
行
う
ち
し
て
『
や

か
の
辰
巳
の
隅
の
崩
れ
、
い
と
危
ふ
し
』」（
東
屋
）、
名
語
記
「
家
ヲ 

ヤ
ケ 

ト
イ
ヘ
リ
。
如
何
」（
巻
五
・
四
〇
ウ
）
な
ど
、「
家
」
の
意
味
で
の
ヤ
ケ
・

ヤ
カ
単
独
の
用
例
も
あ
り
（
ヤ
カ
は
〈
屋
＋
処
〉
と
言
わ
れ
る
）、
万
葉
集
の

例
を
語
末
の
ケ
の
脱
落
、
と
簡
単
に
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
静

嘉
堂
文
庫
本
運
歩
色
葉
集
の
ヤ
部
に
「
谷 

ヤ
ツ
〈
中
略
〉
宅 

ヤ
ゲ
」
と
い
う

箇
所
が
あ
る
の
だ
が
、
ヤ
ツ
（
谷
）
は
東
国
方
言
で
あ
り
、
ヤ
ゲ
と
濁
る
形

も
上
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
東
国
語
形
と
仮
定
す
れ
ば
、
右
の
東
歌

「
入い
り
ま
ぢ

間
道
の
於
保
屋
我
原
の
」
は
、「
大お
ほ

家や

が
原
の
」
で
は
な
く
、
オ
ホ
ヤ
ゲ

の
交
替
形
オ
ホ
ヤ
ガ
が
直
接
名
詞
に
掛
か
る
「
大
家
〈
オ
ホ
ヤ
ガ
〉
原
の
」

と
い
う
解
釈
に
な
る
。
元
亀
本
運
歩
の
東
国
性
に
つ
い
て
は
迫
野
虔
徳
「「
京

大
図
書
館
蔵
元
亀
二
年
本 

運
歩
色
葉
集
」
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
四
二

の
七
、
一
九
七
三
）
に
詳
し
い
が
、
元
亀
本
（
と
天
正
十
七
年
本
）
の
当
該

箇
所
は
濁
点
の
無
い
「
ヤ
ケ
」
で
、
東
国
語
と
し
て
の
言
及
は
特
に
無
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
続
古
事
談
の
「
家
」
字
を
ヤ
と
読
む
根
拠
は
ほ
と
ん
ど

無
く
、
名
語
記
（
一
二
七
五
年
）
の
「
家
ヲ 

ヤ 

ト
イ
ヘ
ル
」
を
重
く
見
て
も

鎌
倉
中
期
に
俗
用
と
し
て
萌
芽
が
見
え
た
と
い
う
程
度
だ
ろ
う
。
例
え
ば
色

葉
字
類
抄
（
黒
川
本
ヤ
篇
）
に
は
「
屋
賃 

資
用
部 

ヤ
チ
ン 

運
漕
分
」
が
あ
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る
が
、
こ
の
「
屋
賃
」
が
後
世
「
家4

賃
」
に
な
る
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
る
。
文
明
本
節
用
集
「
屋
賃
」（
ヤ
態
芸
）、
日
本
永
代
蔵
「
五
匁
の
屋
賃
〈
ヤ

チ
ン
〉
を
の
け
て
置
」（
二
・
二
）、
鳥
お
ど
し
「
極
け
り
・
家
賃
は
ら
ハ
ぬ

閏
月
」（
一
七
〇
一
年
、
未
刊
雑
俳
資
料
四
期
〈
鈴
木
勝
忠
写
〉
11
オ
）

★
漢
字
「
家
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

（
１
）�「
い
へ
」
と
読
む
場
合
＝
「
家
（
い
へ
）」
と
い
う
単
語
選
択
は
、
過
保

護
で
立
派
す
ぎ
た
（
ゆ
え
に
破
壊
さ
れ
た
）
建
造
物
を
表
現
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）�「
や
」
と
読
む
場
合
＝
古
く
は
仮
名
書
き
で
「
や
」
あ
る
い
は
「
屋や

」
だ
っ

た
も
の
が
、
近
世
書
写
時
に
「
家
（
や
）
」
と
書
か
れ
た
。

●
つ
く
り
お
ほ
へ
（
り
）　

宇
津
保
物
語
・
藤
原
の
君
「
し
ろ
が
ね
の
火
取
り

に
、
し
ろ
が
ね
の
籠こ

、
つ
く
り
お
ほ
ひ
て
、
沈ぢ
ん

（
沈
香
）
を
搗
き
ふ
る
ひ
て
」。

今
昔
に
四
例
「
造
リ
覆
フ
」
が
あ
る
。
二
例
は
「
堂
ヲ
造
リ
」、
仏
像
や
多
聞

天
の
石
櫃
を
覆
う
。
他
の
二
例
は
「
屋
ヲ
造
リ
」、
奇
跡
の
湧
水
や
酒
の
泉
の

井
戸
を
覆
う
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
こ
の
単
語
が
選
ば
れ
て
い
る
時
点
で
、

単
に
屋
根
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
対
象
を
大
切
に
扱
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
。

●
御
倉
の
小
舎
人　

色
「
小
舎
人 

コ
ト
ネ
リ
」（
コ
官
職
）。
蔵
人
所
の
下
級

職
員
。
御
倉
は
蔵
人
所
の
収
蔵
庫
で
、
歴
代
の
書
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る

校き
ょ
う
し
ょ書
殿で
ん

の
母
屋
の
こ
と
（
源
氏
物
語
・
梅
枝
「
二
条
院
の
み
く
ら
あ
け
さ
せ

給
ひ
て
、
唐
の
物
ど
も
と
り
わ
た
さ
せ
給
ひ
て
」）。
そ
の
御
物
の
出
納
と
殿

中
の
犯
罪
人
の
追
捕
、
雑
用
等
を
任
っ
た
。
簾
中
抄
・
下
「
蔵
人
所 

別
当
一

人
〈
略
〉
御
蔵
小
舎
人
六
人
」。
高
野
本
平
家
物
語
に
は
「
御ミ

倉ク
ラ

の
小
舎
人
〈
コ

ド
ネ
リ
〉
を
め
し
て
」（
四
・
競
）
と
あ
っ
て
振
り
仮
名
に
濁
点
が
あ
る
。
ロ

ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
は
「C

otoneri

」
で
連
濁
し
て
い
な
い
。

●
散
々
に　

色
「
散
々 

サ
ン
サ
ン
」（
サ
重
点
）。
細
か
く
ば
ら
ば
ら
に
な
る

さ
ま
。
御
堂
関
白
記
・
長
和
二
年
〔
一
〇
一
三
〕
八
月
一
三
日
「
檜
破
子
長
櫃
、

侍
二
人
〈
中
略
〉
打
落
為
散
々
」、
古
今
著
聞
集
・
一
二
・
四
三
九
「
う
み
柿

〈
中
略
〉
お
ち
て
、
つ
ぶ
れ
て
さ
む
ざ
む
に
ち
り
ぬ
」。
現
代
語
の
よ
う
に
「
程

度
が
甚
だ
し
く
悪
い
さ
ま
」
を
い
う
例
も
鎌
倉
時
代
か
ら
あ
る
（
高
野
本
平

家
物
語
・
一
・
俊
寛
沙
汰
鵜
川
軍
「
国
務
を
お
こ
な
ふ
間
非
法
非
礼
を
張
行

し
〈
中
略
〉
散
々
の
事
ど
も
に
て
ぞ
あ
り
け
る
」）
が
、
こ
こ
は
受
け
る
動
詞

が
「
こ
ぼ
つ
」
な
の
で
原
義
。

●
こ
ほ
た
（
せ
）　

色
「
壊 

コ
ホ
ツ
（
四
字
略
）
破 

毀 

已
上
同
」（
コ
辞
字
）。

枕
草
子
「
こ
の
雪
の
山
〈
略
〉
こ
ほ
た
せ
で
、
よ
く
ま
も
り
て
」（
八
三
・
職

の
御
曹
子
に
お
は
し
ま
す
比
、
西
の
廂
に
）。
日
国
語
誌
「（
１
）「
日
葡
辞
書
」

で
は
、
本
篇
に
は
濁
音
化
し
た
コ
ボ
ツ
の
形
を
載
せ
る
が
、
補
遺
に
「C

ouore, 

uru, eta 
（
コ
ヲ
ル
ル
）〈
訳
〉
家
や
壁
が
崩
れ
る
」
と
あ
り
、
自
動
詞
形
を
載

せ
る
。
こ
の
コ
ヲ
ツ
は
、
挙
例
の
「
書
陵
部
本
名
義
抄
」
等
に
見
ら
れ
る
コ

ホ
ツ
（
ホ
は
清
音
）
が
ハ
行
転
呼
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。（
２
）
コ
ホ
ツ
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が
コ
ヲ
ツ
と
な
る
と
、
ヲ
の
唇
音
弱
化
に
伴
い
、
長
音
化
の
可
能
性
が
生
じ

る
。
活
用
語
の
語
幹
末
で
は
長
音
化
を
避
け
た
た
め
、
濁
音
化
し
た
コ
ボ
ツ

の
形
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ボ
ツ
の
自
動
詞
で
あ
る
コ
ボ
ル
も
同
様

に
、
コ
ホ
ル
→
コ
ヲ
ル
の
形
を
経
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」

●
ち
か
ら
も
を
よ
は
す　

色
「
及 

ヲ
ヨ
フ
（
以
下
二
〇
字
略
）
已
上
同
」（
ヲ

辞
字
）。「
力
」「
及
ば
ず
」
と
あ
る
が
、
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
後
で
何
か
具

体
的
に
「
人
」
が
働
き
か
け
（
ち
か
ら
及
ぼ
す
こ
と
）
を
し
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、「
力
及
ば
ず
」
で
「
ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
い
」
の
意
の
成
句
。

源
氏
物
語
・
若
菜
上
「
ち
か
ら
を
よ
ば
ぬ
身
に
、
思
う
給
へ
か
ね
て
な
む
、

か
か
る
道
に
お
も
む
き
侍
に
し
」。「
ち
か
ら
」
と
い
う
単
語
は
次
の
13
話
に

も
出
て
く
る
。「
力
及
ば
ず
」
は
36
、
112
、
115
、
124
の
各
話
に
も
あ
り
。

【
翻
刻
】

（
13
）	

白
川
院
の
御
前
＊

に
て
、
為
隆
、
事
を
奏
し
け
る
に
、
題
目
＊

、
事
の

外
に
重か
さ

な
り
て
、
う
る
さ
け
に
＊

思
（
お
ぼ
し
め
し
）
召
＊

た
り
け
る
を
、「
此
（
こ
の
つ
い
で
）

次
に
＊

、

申
文
の
あ
る
か
き
り
奏
し
畢は

て
ん
」
と
思
（
お
も
ひ
）て
、
知し

ら
す
顔か
ほ
＊

に
て
申
ゐ

た
り
け
る
に
、
申
文
、
今
五
六
通
（
つ
う
）＊

は
か
り
に
て
也
（
な
り
）て
、
院
、
立た

て
ヽ
＊

お
は
し
ま
さ
ん
と
し
け
る
を
、
為
隆
、
見み

す
顔か
ほ
＊

に
て
、「
祭
（
さ
い
し
ゅ
）主
大
（
お
ほ

中な
か

臣と
み
）＊

某
（
な
に
が
し
）＊

、
言
＊

申
（
ま
う
し
こ
ふ
）
請
＊

天
裁
＊

事
」
と
読よ

み
き
か
せ
参ま
い

ら
せ
た

り
け
れ
は
、「
太
神
宮
の
訴
＊

よ
な
＊

」
と
て
返か
へ

り
ゐ
＊

さ
せ
給
に
け
り
。

そ
れ
を
ち
か
ら
＊

に
て
、
残
を
も
申
（
ま
う
し
）
畢は

て
ヽ
そ
出い

て
に
け
る
。
す
へ

て
か
や
う
に
押を
し
か
ら柄
＊

あ
り
て
、
ゆ
ヽ
し
か
り
け
る
人
也
。

【
注
釈
】

●
御
前　

日
国
語
誌
「
漢
字
表
記
「
御
前
」
に
つ
い
て
は
漢
籍
の
古
典
に
も

例
が
あ
る
。
和
語
の
「
お
ま
え
」「
お
ん
ま
え
」、
漢
語
の
「
ご
ぜ
ん
」
等
い

ず
れ
も
漢
字
表
記
で
共
通
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
関
連
し
合
っ
て
成
立
し
た

か
は
明
ら
か
で
な
い
。「
お
ま
へ
」
の
原
義
は
「
前
」
の
敬
称
で
、「
神
前
」「
仏

前
」
な
ど
を
言
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
同
義
で
は
「
み
ま
へ
」
が
先
行

す
る
か
。」。
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
四
・
詞
書
「
く
ら
人
ど
も
笑
ひ
て
、
か

め
を
お
ま
へ
に
持
て
出
で
て
」、
源
氏
物
語
・
末
摘
花
「
七
日
の
節
会
は
て
て
、

夜
に
い
り
て
御
ぜ
む
よ
り
ま
か
で
給
ひ
け
る
を
」。
法
華
百
座
聞
書
抄
「
閻
魔

王
ノ
ミ
マ
エ
ニ
ヰ
テ
」（
三
月
五
日
）。

●
題
目　

色
「
題
目 

（
文
章
分
）
タ
イ
モ
ク
」（
タ
畳
字
、
黒
川
本
）。
も
と

も
と
は
文
書
の
タ
イ
ト
ル
と
い
う
こ
と
で
現
代
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
申
文
の
標
題
を
次
々
に
読
み
上
げ
る
場
面
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

は
検
討
す
べ
き
項
目
（
案
件
）
と
い
う
意
味
に
な
り
、
54
話
に
も
同
様
の
例

が
あ
る
。
徒
然
草
・
二
三
八
「
伊
通
公
の
款
状
（
＝
嘆
願
書
）
に
も
、
殊
な

る
事
な
き
題
目
を
も
か
き
の
せ
て
、
自
讚
せ
ら
れ
た
り
」
も
「
項
目
」
の
例

で
あ
る
。
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●
う
る
さ
け
に　

観
「
悩 

ナ
ヤ
ム 

ウ
レ
フ 

ウ
ル
サ
シ
」（
法
中
82
）。「
う

る
さ
し
」
は
煩
わ
し
い
・
不
快
。
枕
草
子
・
七
五
・
あ
ぢ
き
な
き
も
の
「
わ

ざ
と
思
ひ
立
ち
て
宮
仕
へ
に
出
で
立
ち
た
る
人
の
、
も
の
憂
が
り
、
う
る
さ

げ
に
思
ひ
た
る
」

●
思
召　
「
う
る
さ
げ
に
お
ぼ
し
め
す
」
と
「
う
る
さ
く
お
ぼ
し
め
す
」
で
は

「
お
ぼ
し
め
す
」
の
意
味
が
異
な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
古
語
辞
典
の
解
釈
で

あ
る
。
例
え
ば
日
国
の
語
釈
は
「（
は
た
か
ら
見
た
、
そ
の
人
の
様
子
を
示
す

語
が
上
に
来
て
）
そ
う
い
う
顔
つ
き
を
な
さ
る
」
と
し
、
小
田
勝
『
古
典
文

法
総
覧
』
も
「「
…
げ
に
思
ふ
」
は
「
…
の
様
子
で
あ
る
」「
…
そ
う
な
様
子

（
顔
）
を
す
る
」
の
意
を
表
す
」（
二
八
九
頁
）
と
す
る
。
が
、「
ゲ
」（
様
子
）

の
表
現
性
を
優
先
し
て
〈
思
う
〉
と
い
う
要
素
を
弱
め
て
考
え
る
こ
と
に
は

違
和
感
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
源
氏
物
語
の
例
は
い
ず
れ
も
地
の
文
で
、

（
ア
）�

藤
の
御
衣
に
や
つ
れ
た
ま
へ
る
に
つ
け
て
も
、
限
り
な
く
き
よ
ら
に
心

苦
し
げ
な
り
。（
賢
木
）

（
イ
）「
御
衣
は
い
と
萎
え
て
」
と
心
苦
し
げ
に
思お
ぼ

い
た
り
。（
若
紫
）

（
ウ
）�

御
心
ば
へ
の
あ
は
れ
な
る
を
ぞ
、
さ
す
が
に
心
苦
し
く
思
し
け
る
。（
若

紫
）

問
題
の
（
イ
）
の
言
い
方
は
一
般
的
に
は
（
ア
）
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、（
ウ
）
と
の
近
さ
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。（
ウ
）
の
よ
う

な
自
分
以
外
の
人
間
の
心
情
を
断
言
す
る
表
現
は
物
語
の
地
文
中
で
は
許
容

さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
抵
抗
が
あ
っ
て
ゲ
を
挿
入
す
る
。
つ
ま
り
、

「
思
ふ
」
の
意
味
・
語
法
の
問
題
で
は
な
く
、
現
代
語
の
「
彼
は
心
苦
し
く

思
っ
た
よ
う
だ
」
の
文
末
ヨ
ウ
ダ
に
当
る
よ
う
な
（
消
極
的
な
推
定
の
）
働

き
を
ゲ
が
担
っ
て
い
て
、
ま
ず
感
情
形
容
詞
に
く
っ
つ
く
の
で
は
な
い
か
。

位
置
的
に
は
「
思
ふ
」
に
先
行
し
て
い
る
か
ら
、
逐
語
的
に
訳
せ
ば
「
煩
わ

し
そ
う
に
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
が
」（『
注
解
』）
と
な
る
が
、
や
は
り
現
代

語
と
し
て
も
意
訳
に
な
ら
ず
か
つ
無
理
の
な
い
も
の
を
目
指
し
た
い
。「（
白

河
院
は
）
煩
わ
し
く
お
思
い
に
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
が
」
で
ど
う
か
。

●
此
次
に　

観
「
次 

ツ
イ
テ
」（
僧
中
46
）。
ち
ょ
う
ど
よ
い
機
会
。
古
今
集

詞
書
「
山
に
登
り
て
帰
り
ま
う
で
来
て
、
人
々
別
れ
け
る
つ
い
で
に
詠
め
る
」

（
離
別
・
三
九
三
）
の
例
の
よ
う
に
、
現
代
語
「
ツ
イ
デ
」
が
持
つ
副
目
的
感

は
無
い
。「
こ
の
つ
い
で
に
」
は
源
氏
・
柏
木
「『
こ
の
つ
い
で
に
も
死
な
ば

や
』
と
思
す
」、
夜
の
寝
覚
・
四
「
女
君
は
〈
中
略
〉『
こ
の
つ
い
で
に
、
か

く
て
や
が
て
住
み
果
て
な
む
』
と
お
ぼ
し
と
る
に
」
な
ど
多
く
の
例
が
あ
る
。

●
し
ら
す
か
ほ　

後
撰
集
・
恋
六
・
九
九
七
「
恨
む
れ
ど
恋
ふ
れ
ど
君
が
よ

と
と
も
に
し
ら
ず
か
ほ
に
て
つ
れ
な
か
る
ら
ん
」。
源
氏
物
語
・
幻
「
そ
れ
を

強
ひ
て
し
ら
ぬ
か
ほ
に
な
が
ら
ふ
れ
ば
」。
柳
多
留
「
母
の
留
守
ど
じ
ゃ
う
を

買
っ
て
し
ら
ん
顔
」（
十
三
篇
）。
日
ポ
に
は
「X

irazugauo

ニ
テ
（
ま
た
は
デ
）

イ
ル
」（
補
遺
）
と
あ
り
、
シ
ラ
ヌ
カ
ヲ
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

●
通　

手
紙
・
証
文
・
届
書
な
ど
の
助
数
詞
。
延
喜
式
・
二
六
・
主
税
上
「
但
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造
損
益
帳
一
通
、
留
寮
」、
日
ポ
（
補
遺
）「Ittç ǔ 

伝
達
の
書
状
の
数
え
方
」。

174
話
に
も
「
一
通
の
書
」
と
あ
る
。

●
た
て
　ヽ

他
本
「
た
ち
て
」、
岩
本
「
た
て
ヽ
」。
片
仮
名
本
の
「
タ
チ
」

を
「
タ
テ
」
と
読
ん
だ
こ
と
に
よ
る
本
文
か
。「
た
て
て
」
と
い
う
副
詞
も
無

い
で
は
な
い
が
、
後
の
「
帰
り
居
さ
せ
給
ふ
」
ま
で
の
文
脈
と
合
わ
な
い
。

蜻
蛉
日
記
・
中
・
天
祿
元
年
「
や
り
す
ご
し
て
、
い
ま
は
た
ち
て
ゆ
け
ば
、

関
う
ち
こ
え
て
、
打
出
の
浜
に
、
し
に
か
へ
り
て
い
た
り
た
れ
ば
」

●
み
す
か
ほ　

直
前
の
「
知
ら
ず
顔
」
と
「
見
ず
顔
」
と
は
辞
書
で
は
同
じ

語
釈
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
13
話
の
例
は
白
河
院
の
面
倒
く
さ
そ
う

な
様
子
に
気
づ
か
な
い
態
度
（
フ
リ
）
を
し
、
次
に
立
ち
上
が
っ
て
ど
こ
か

に
行
こ
う
と
し
た
の
に
は
さ
す
が
に
気
づ
か
な
い
は
ず
は
な
く
、
見
え
て
は

い
る
け
れ
ど
も
見
な
い
様
子
（
視
線
を
向
け
な
い
）
で
放
っ
て
お
け
な
い
人

の
名
（
祭
主
）
を
読
み
上
げ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
高
木
和
子
「「
～
顔

な
り
」
の
表
現
に
つ
い
て
―
『
源
氏
物
語
』
の
例
を
中
心
に
」（『
日
本
語
学
』

三
六
の
一
、
二
〇
一
七
）
は
、「
期
待
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
別
の
姿
を
前
提
と

し
て
、
表
層
の
「
顔
」
と
の
差
異
を
意
識
化
し
た
表
現
」
と
す
る
。
蒙
求
和

歌
「
小
児
の
誤
り
て
井
に
落
ち
入
る
を
見
れ
ど
も
、
宿
業
有
限
、
資た
す

か
ら
ざ

ら
む
物
故
に
、
資
け
む
と
せ
ば
、
吾
偽
い
つ
は
りの
清あ
き
じ
ひ盲
の
あ
ら
は
れ
な
む
ず
と
思
て
、

み
ず
が
ほ
に
て
や
み
ぬ
」（
春
部
・
龔
勝
不
屈
、
一
二
〇
四
年
、
新
編
国
歌
大

観
に
よ
る
）

●
祭
主
大
中
臣　

伊
勢
神
宮
の
神
職
の
長
。
大
中
臣
氏
の
世
襲
。
栄
花
物
語
・

巻
十
・
日
蔭
の
か
づ
ら
「
大
中
臣
能
宣
が
子
の
祭
主
輔
親
」、
紫
式
部
日
記
・

寛
弘
五
年
九
月
一
五
日
「
大
輔 

伊
勢
の
さ
い
し
ゅ
輔
親
が
女
」

●
某　

85
話
に
「
甲
斐
権
守
な
に
が
し
と
か
や
い
ふ
な
ま
君
達
」
と
仮
名
書

き
が
あ
る
。
古
今
著
聞
集
・
一
六
・
五
三
二
「
馬
の
允
な
に
が
し
と
か
や
い

ひ
け
る
老
者
」。
大
鏡
・
五
・
道
長
上
「
河
内
国
そ
こ
そ
こ
に
住
む
な
に
が
し

の
聖
人
は
」。
宇
津
保
物
語
・
楼
上
下
「
内
大
臣
、
右
大
将
藤
原
朝
臣
そ
れ
が

し
、
内
侍
督
正
二
位
に
加
階
し
給
ふ
べ
し
」、
色
「
某 

ソ
レ
カ
シ
」（
ソ
人
倫
、

黒
川
本
）、
観
「
某
（
甲
）
ソ
レ
カ
シ
」（
仏
中
107
）。

『
古
語
大
辞
典
』「
な
に
が
し
」
の
語
誌
に
は
「
上
代
語
に
は
み
え
な
い
。〈
中

略
〉
源
氏
物
語
で
は
、
こ
の
下
に
名
詞
を
続
け
る
場
合
、
阿
闍
梨
・
朝
臣
〈
中

略
〉
な
ど
に
は
「
の
」
を
介
し
て
「
な
に
が
し
の
―
」
と
続
け
、
僧
都
・
寺
・

律
師
に
は
直
接
「
な
に
が
し
―
」
と
続
け
て
い
る
。」（
竹
岡
正
夫
）
と
あ
る
。

一
方
、
同
書
「
そ
れ
が
し
」
は
「『
そ
れ
が
し
』
は
不
定
称
と
し
て
の
用
法
が

古
く
、
鎌
倉
時
代
に
自
称
の
用
法
が
出
て
く
る
。〈
中
略
〉
こ
れ
以
前
に
は
『
な

に
が
し
』
が
あ
る
。
源
氏
物
語
で
は
不
定
称
に
も
自
称
に
も
『
な
に
が
し
』

が
用
い
ら
れ
、『
そ
れ
が
し
』
は
全
く
み
え
な
い
。
な
お
、
室
町
時
代
に
な
る

と
、『
な
に
が
し
』
で
不
定
称
、『
そ
れ
が
し
』
で
自
称
を
表
す
こ
と
が
多
い
。」

（
山
口
佳
紀
）

●
言　
「
謹
」
と
す
る
本
文
は
伴
本
、
類
従
本
。「
言
」
は
岩
本
、
賀
本
、
神
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宮
本
、
小
林
本
。『
注
解
』（
神
宮
本
）
は
「
謹
」
を
採
用
し
て
「
謹
み
て
」

と
訓
読
す
る
。
新
大
系
脚
注
に
は
「
解
状
の
形
式
『
某
解 

申
請
何
々
事
』
が

簡
略
化
さ
れ
た
形
で
『
祭
主
大
中
臣
某
言
し
申
し
請
ふ
天
裁
の
事
』
と
読
む
。

『
言
』
が
『
謹
言
上
』
と
あ
れ
ば
訴
状
の
形
式
（
佐
藤
進
一
）」
と
あ
る
が
、

平
安
遺
文
や
鎌
倉
遺
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
検
索
）
に
よ
っ
て
も
、「
言
申
請

天
裁
事
」
と
い
う
文
字
列
は
見
当
た
ら
な
い
。
官
位
な
ど
の
付
い
た
よ
く
似

た
形
の
実
例
と
し
て
、

　

・
祭
主
正
四
位
上
行
神
祇
権
大
副
大
中
臣
朝
臣
某
解　

申
請
天
裁
事

（
祭
主
大
中
臣
隆
世
挙
状
・
建
長
四
年
〈
一
二
五
二
年
〉
七
月
二

十
五
日
、
鎌
倉
遺
文
＃
７
４
５
９
）

と
い
う
解
状
が
あ
る
が
、
①
実
際
は
こ
の
よ
う
な
正
式
な
型
の
解
状
の
題
目

で
あ
っ
た
の
を
、
為
隆
が
そ
の
場
で
官
位
を
除
き
、「
解
」
と
読
ま
な
い
で

「
言
」
と
言
っ
た
こ
と
に
も
う
少
し
意
味
を
見
出
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

逃
げ
よ
う
と
す
る
白
河
院
に
「
大
中
臣
氏
が
天
裁
を
申
請
す
る
っ
て
言
っ
て

ま
す
よ
」
と
解
文
奏
上
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
取
り
な
が
ら
く
だ
け
た
感
じ

で
伝
え
、
院
も
「
皇
大
神
宮
の
訴
え
だ
よ
な
」
と
こ
の
期
か
ら
見
ら
れ
る
話

し
こ
と
ば
的
終
助
詞
「
よ
な
」
を
使
っ
て
返
答
す
る
。
公
務
の
中
に
お
け
る

二
人
の
私
的
会
話
が
描
か
れ
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
②
本
来
は
「
解
」
と
あ
っ
た
が
、
転
写
の
過
程
で
「
謹
」「
言
」

に
変
化
し
た
可
能
性
は
ど
う
か
。「
解
」
と
「
謹
」
の
草
書
体
は
【
図
３
・
４
】

の
通
り
で
似
て
い
る
と
い
え
る
が
、「
解
」
と
す
る
本
文
は
未
見
で
あ
る
し
、

「
謹
」
は
伴
本
と
類
従
本
だ
け
で
他
の
主
な
伝
本
は
「
言
」
な
の
で
、
や
は
り

①
の
よ
う
に
ま
ず
は
「
言
」
で
考
え
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
。

【図３】

【図４】

『草書大字典』（講談
社、1978）によった。

●
申
請　

願
い
出
る
こ
と
。
新
儀
式
・
四
「
神
位
階
者
、
随
諸
司
諸
国
申
請
」、

今
昔
物
語
集
「
申
シ
請
フ
ニ
可
依
シ
」（
五
の
一
）、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
・

上
「
わ
れ
わ
た
ら
ん
と
せ
ち
に
申
こ
ひ
て
、
わ
た
り
給
に
け
れ
ば
」

●
天
裁　

天
皇
の
裁
定
。
続
日
本
紀
「
不
知
処
分
。
伏
聴
天
裁
」（
神
亀
元
年

〔
七
二
四
〕
十
月
）、
金
刀
比
羅
本
保
元
物
語
「
よ
ろ
し
く
天
裁
あ
る
べ
き
に
と
、

し
き
り
に
訴
へ
」（
上
・
新
院
御
謀
叛
思
し
召
し
立
た
る
る
事
）

●
よ
な　

感
動
や
確
認
、
平
安
後
期
以
後
の
形
（
岩
波
古
語
）。
栄
花
物
語

「『
こ
れ
や
稚
き
人
。
七
十
の
翁
の
云
ふ
事
を
か
く
宣
ふ
よ
な
。
あ
な
恥
し
や
』

と
て
戯
れ
聞
こ
え
さ
せ
給
ふ
」（
巻
六
・
耀
く
藤
壺
）
は
幼
い
彰
子
に
対
す
る

帝
の
発
言
。『
古
語
大
辞
典
』
語
誌
「
中
古
末
ご
ろ
か
ら
口
頭
語
と
し
て
会
話

文
中
に
用
い
ら
れ
た
。〈
中
略
〉
室
町
時
代
以
降
に
は
、「
よ
な
う
」「
よ
の
」

な
ど
の
形
も
生
じ
て
〈
後
略
〉」（
小
林
賢
次
）。
此
島
正
年
『
国
語
助
詞
の
研
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究
』（
一
九
六
六
）
で
は
四
一
五
頁
、
松
村
明
編
『
古
典
語
現
代
語 

助
詞
助

動
詞
詳
説
』（
一
九
六
九
）
で
は
六
〇
六
頁
に
『
大
鏡
』
以
降
の
例
と
語
法
に

関
す
る
言
及
が
あ
る
。

●
か
へ
り
ゐ　

も
と
の
場
所
や
状
態
に
戻
る
。
万
葉
集
「
つ
れ
も
無
き
佐
太

の
岡
辺
に
反
居
ば
島
の
御み

階は
し

に
誰
か
住
ま
は
む
〈
草
壁
皇
子
の
宮
の
舎
人
〉」

（
二
・
一
八
七
）、
大
鏡
「『
高
野
の
女
帝
』
と
申
、
こ
れ
な
り
。
四
十
六
代
に

あ
た
り
た
ま
ふ
。
そ
れ
お
り
た
ま
へ
る
に
、
又
み
か
ど
ひ
と
り
を
へ
だ
て
た

て
ま
つ
り
て
、
又
八
代
に
か
へ
り
ゐ
給
へ
る
な
り
」（
五
・
道
長
上
）

●
ち
か
ら　

日
国
は
「（
３
）
物
事
に
作
用
す
る
は
た
ら
き
か
け
や
、
そ
の
結

果
」「（
ハ
）
あ
る
は
た
ら
き
か
け
を
し
た
影
響
、
結
果
。
お
か
げ
。
効
果
。

き
き
め
。」
と
い
う
分
類
を
作
る
。
源
氏
物
語
「
そ
の
か
み
盛
り
な
り
し
世
に

遊
び
侍
り
し
ち
か
ら
に
や
、
き
き
知
る
ば
か
り
の
わ
き
ま
へ
は
何
事
に
も
い

と
つ
き
な
う
は
侍
ら
ざ
り
し
を
」（
紅
梅
）

●
を
し
か
ら　

自
分
の
意
思
を
押
し
通
そ
う
と
す
る
性
格
。「
お
う
へ
い
」
日

国
語
誌
「「
今
昔
‐
二
八
・
二
三
」
の
「
思
量
り
有
り
肝
太
く
し
て
、
押
柄
（
お

し
が
ら
）
に
な
む
有
け
る
」
に
見
え
る
「
押
柄
」
は
、「
愚
管
抄
‐
三
」
の
「
大

方
兼
家
は
よ
ろ
づ
に
つ
け
て
を
し
が
ら
の
か
ち
た
る
人
に
て
」
に
あ
る
「
を

し
が
ら
」
と
同
じ
意
味
で
「
体
制
内
で
の
序
列
を
越
え
る
実
力
の
積
極
的
評

価
」
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
が
、「
お
う
へ
い
」
と
音
読
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
体
制
秩
序
が
乱
れ
る
中
世
で
は
〈
中
略
〉
嫌
わ
れ
る
面
を
示
す
語
と
な

る
。」
と
あ
る
。
日
ポ
（
補
遺
）「V

ŏfei

自
由
気
儘
で
、
躾
が
悪
く
て
、
無
作

法
な
こ
と
」

【
翻
刻
】

（
14
）	

白
川
院
、
法
（
ほ
っ
し
ょ
う
じ
）

勝
寺
＊

つ
く
ら
せ
給
て
、
禅
林
寺
の
永
観
律
（
り
つ
し
）師＊
に
「
い

か
ほ
と
の
功
（
く
ど
く
）徳＊
な
ら
ん
」
と
御
尋
あ
り
け
れ
は
、
と
は
か
り
＊

も
の

も
申ま
う

さ
て
、「
罪
に
は
よ
し
い
は
し
＊

」
と
そ
申
さ
れ
た
り
け
る
。

【
注
釈
】

●
法
勝
寺　

承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
白
河
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
創
立
。

十
巻
本
の
ホ
篇
諸
寺
部
に
「
法
勝
寺　

承
保
二 

九
重
塔
并
薬
師
堂
供
養
…
」

（
※
承
保
二
＝
一
〇
七
五
年
）
と
あ
る
が
、
カ
ナ
の
寺
名
は
無
い
。
三
巻
本
・

二
巻
本
・
世
俗
字
類
抄
に
は
見
出
し
が
無
い
。
高
野
本
平
家
物
語
写
本
の
フ

リ
ガ
ナ
は
法
勝
寺
は
全
て
〈
ホ
ツ
セ
ウ
ジ
〉
で
、
別
寺
の
延
長
三
年
（
九
二
五
）

創
建
の
「
法
性
寺
」
は
一
例
が
「
ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
ジ
」（
巻
一
）、
一
例
が
「
ホ

ツ
シ
ヤ
ウ
ジ
」（
巻
六
）、
三
例
が
フ
リ
ガ
ナ
な
し
。
天
草
ヘ
イ
ケ
に
は

Foxxŏ ji

（
ホ
ッ
シ
ャ
ウ
ジ
・
法
勝
寺
）
が
三
例
あ
り
（
た
だ
し
開
合
に
誤
あ

り
）、Fôxŏ ji

（
ホ
ウ
シ
ャ
ウ
ジ
・
法
性
寺
）
が
三
例
あ
る
。
法
性
寺
は
源
氏

物
語
で
も
「
河
原
過
ぎ
、
ほ
う
さ
う
し
の
わ
た
り
、
お
は
し
ま
す
に
」（
東
屋
）、

三
巻
本
字
類
抄
で
も
「
法
性
寺 

ホ
ウ
シ
ヤ
ウ
シ
」（
ホ
諸
寺
）
と
あ
っ
て
、
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ホ
フ
が
ハ
行
転
呼
し
た
形
が
一
般
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
問
題
の
「
法
勝
寺
」

の
方
は
右
の
用
例
か
ら
「
ホ
ッ
シ
ョ
ウ
ジ
」
と
考
え
る
。

●
律
師　

色
「
律
師 

リ
ツ
シ
」（
リ
官
職
）。
僧
正
、
僧
都
に
次
ぐ
僧
官
。

続
日
本
紀
宣
命
「
基
真
禅
師
に
法
参
議
大
律
師
と
し
て
冠
は
正
四
位
上
を
受

け
」（
天
平
神
護
二
年
〔
七
六
六
〕
一
〇
月
二
〇
日
）、
源
氏
物
語
「
物
の
怪

な
ど
祓
ひ
捨
て
け
る
り
し
、
山
ご
も
り
し
て
」（
夕
霧
）

●
功
徳　

色
「
功
徳 

（
僧
侶
分
）」（
ク
畳
字
、
訓
は
無
い
）。
令
義
解
「
功
徳
。

〈
謂
。
修
善
也
〉」（
僧
尼
・
不
得
輙
入
尼
寺
条
）、
源
氏
物
語
「
経
な
ど
を
読

み
て
、
く
ど
く
の
す
ぐ
れ
た
る
事
あ
め
る
に
も
」（
東
屋
）

●
と
は
か
り　

源
氏
物
語
・
帚
木
「
と
ば
か
り
月
を
見
る
」。
日
国
語
誌

「（
１
）「
し
ば
し
」「
し
ば
ら
く
」
の
類
義
語
と
し
て
平
安
時
代
以
降
も
っ
ぱ

ら
和
文
に
用
い
ら
れ
る
。
平
安
時
代
で
は
「
し
ば
し
」
は
漢
文
訓
読
語
「
し

ば
ら
く
」
に
対
立
す
る
和
文
語
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
と
ば
か
り
」
も
ま
た

「
し
ば
ら
く
」
に
対
立
し
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。（
２
）
和
文
の
中
で
、「
と
ば

か
り
」
は
地
の
文
（
心
話
文
を
含
む
）
で
も
っ
ぱ
ら
単
独
で
連
用
修
飾
語
と

な
る
の
に
対
し
、「
し
ば
し
」
は
地
の
文
・
会
話
文
・
和
歌
な
ど
の
広
い
範
囲

に
お
い
て
、
連
用
修
飾
語
と
な
っ
た
り
、
格
助
詞
「
の
」
を
付
け
て
連
体
修

飾
語
と
な
っ
た
り
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
を
付
け
て
形
容
動
詞
的
機
能

を
果
し
た
り
、
被
連
用
修
飾
語
と
な
っ
た
り
す
る
。」

●
よ
し
い
は
し　

訳
せ
ば
「
罪
と
は
、
万
一
に
も
言
う
ま
い
」
と
で
も
な
ろ

う
が
、「
罪
に
は
」
は
「
当
た
ら
ず
」
と
受
け
る
の
が
普
通
（「
し
か
い
じ
し

る
き
罪
に
は
当
た
ら
ず
と
も
」
源
氏
・
若
菜
下
）
で
、（
建
立
を
）「
罪
に
」「
言

ふ
」
と
い
う
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
考
え
に
く
い
。
副
詞
「
よ
し
」
と
打
消
し

が
呼
応
す
る
例
と
し
て
は
、
万
葉
集
「
み
さ
ご
居
る
荒
磯
に
生
ふ
る
莫な
の
り
そ

告
藻

の 

吉よ
し

名な

者は

不の
ら
じ告 

親
は
知
る
と
も
」（
一
二
・
三
〇
七
七
）
が
あ
る
。「
よ
し
い

は
じ
」
は
Ｆ
本
の
他
に
岩
本
に
あ
り
。
新
大
系
（
小
林
本
）
や
神
宮
本
、
類

従
本
な
ど
は
「
よ
も
候
は
じ
」。
平
家
「
い
く
さ
に
勝
つ
こ
と
よ
も
候
は
じ
」

（
巻
九
・
老
馬
）。
ち
な
み
に
副
詞
「
よ
し
ん
ば
」
は
近
世
語
。

【
翻
刻
】

（
15
）	

後
一
条
院
お
さ
な
く
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
傳
（
傅
）
大
納
言
＊

参
て
、
御
前

に
候
て
「
金
（
こ
が
ね
）
百
両
＊

投な

け
散ち

ら
し
＊

た
る
や
御
覧
し
た
る
、
い
み
し

く
興
あ
る
物
な
り
」
と
申
さ
れ
け
れ
は
、「
未い
ま

た
＊

見み

す
。
い
か
な
る

そ
」
と
被
仰
け
れ
は
、
大
納
言
「
ま
こ
と
に
面お
も
し
ろ白
き
＊

物
な
り
。
御
覧

す
へ
し
」
と
て
、
を
の
こ
と
も
召め

し
て
「
お
さ
め
殿
の
砂
（
し
ゃ
き
ん
）金＊
百
両
た

て
ま
つ
れ
」
と
あ
り
け
れ
は
、
蔵
人
と
り
て
参
た
る
を
、
ひ
き
開あ

け
て
、

御
前
に
投な

け
散ち

ら
さ
れ
た
る
を
御
覧
し
て
、「
い
つ
れ
面お
も
し
ろ白
き
」
と
仰

ら
れ
け
れ
は
、
大
納
言
「
さ
ら
は
、
捨す

て
候
な
ん
」
と
て
、
ひ
き
つ
ヽ

み
て
＊

懐
ふ
と
こ
ろ
＊

に
入
て
出い
て

ら
れ
に
け
り
と
そ
。
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【
注
釈
】

●
傳
大
納
言　

原
本
「
傳
（
伝
）」
だ
が
、
恐
ら
く
「
傅
」
字
の
誤
り
。「
傅ふ
の

大だ
い
な
ご
ん

納
言
」
は
藤
原
道
綱
（
九
五
五
～
一
〇
二
〇
）
の
こ
と
。
東と
う
ぐ
う
の
ふ

宮
傅
（
皇
太

子
の
輔
導
役
）
を
兼
ね
た
こ
と
に
よ
る
呼
称
で
「
傅
の
殿
」
と
も
（
栄
花
物
語
、

大
鏡
）。
次
の
16
話
で
も
道
綱
の
奇
行
が
描
か
れ
る
が
、『
小
右
記
』
な
ど
の

史
料
に
記
録
さ
れ
た
失
態
と
悪
評
に
つ
い
て
は
川
田
康
幸
「『
栄
花
物
語
』
に

お
け
る
藤
原
道
綱
像

：

そ
の
叙
述
の
特
色
」（『
信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
八
、
一
九
九
一
）
の
「
三
、
道
綱
と
そ
の
世
評
」
に
詳
し
い
。

●
金
百
両　

色
「
金 

コ
カ
ネ
」（
コ
雑
物
）。「
百
」
は
呉
音
ヒ
ャ
ク
、
漢
音

ハ
ク
。「
両
」
は
重
さ
の
単
位
で
、
百
両
は
約
一
五
〇
〇
グ
ラ
ム
。
宇
津
保
物

語
「
千
り
ゃ
う
の
こ
か
ね
を
卅
り
ゃ
う
づ
つ
、
し
ろ
が
ね
の
つ
る
の
つ
ぼ
に

い
れ
て
」（
菊
の
宴
）。
源
氏
物
語
「
白
銀
の
壺
に
こ
か
ね
入
れ
て
給
へ
り
」（
蜻

蛉
）、
源
氏
物
語
「
こ
か
ね
百
り
ゃ
う
を
な
む
、
べ
ち
に
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
」

（
横
笛
）。
日
国
「
く
が
ね
」
語
誌
「
コ
ガ
ネ
の
古
形
。
黄
色
の
金
属
の
意
で
、

ク
は
キ
（
黄
）
の
交
替
形
。
万
葉
歌
の
「
金
」
を
古
写
本
で
コ
ガ
ネ
と
訓
む
が
、

挙
例
の
「
万
葉
‐
一
八
・
四
〇
九
四
」
の
仮
名
書
き
「
久
我
禰
」
に
よ
っ
て

ク
ガ
ネ
と
訓
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
本
草
和
名
」「
観
智
院
本
名
義
抄
」
な

ど
の
古
辞
書
や
「
日
本
書
紀
」
古
訓
、「
竹
取
」
以
後
の
物
語
、「
後
拾
遺
集
」

な
ど
に
は
コ
ガ
ネ
が
認
め
ら
れ
、
中
古
以
降
ク
ガ
ネ
は
衰
微
し
、
コ
ガ
ネ
に

と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。」

●
な
け
ち
ら
し　

観
「
散 

チ
ラ
ス
」（
僧
中
59
）。
観
智
院
本
三
宝
絵
・
下
・

東
大
寺
千
花
会
「
若
（
も
し
）
人
花
を
取
て
そ
ら
の
中
に
な
け
ち
ら
し
て
十
方
の
仏
に

た
て
ま
つ
れ
ば
善
限
な
し
」（
前
田
本
「
取
花
投
散
空
中
」）

●
い
ま
た　

色
「
未 

イ
マ
タ
」（
イ
辞
字
）。
日
国
語
誌
「（
３
）
平
安
時
代

に
は
「
い
ま
だ
」
か
ら
変
化
し
た
「
ま
だ
」
と
い
う
語
が
発
生
し
、「
い
ま
だ
」

と
同
義
で
和
文
専
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
「
い
ま
だ
」
は
漢
文
訓
読
に
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
た
た
め
、
否
定
と
の
呼

応
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
お
も
し
ろ
き　

色
「
怜 

ヲ
モ
シ
ロ
シ
」（
オ
辞
字
、
二
巻
本
）。
斉
明
紀
「
山

越
え
て 

海
渡
る
と
も 

於
母
之
楼
枳
」（
四
年
一
〇
月
・
歌
謡
）、
万
葉
集
「
玉

く
し
げ
み
も
ろ
と
山
を
行
き
し
か
ば
面
白
し
て
い
に
し
へ
思
ほ
ゆ
」（
七
・
一

二
四
〇
）。
院
政
期
写
と
さ
れ
る
「
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
」（
保
延
六
年

＝
一
一
四
〇
識
語
）
に
「
花
許
面
白
ロ
キ
物
ヤ
ハ
侍
ル
」
と
あ
り
、『
今
昔
』

鈴
鹿
本
で
は
「

」
字
が
三
例
（
他
一
八
例
）、「
面
白
」
が
一
例
（
他
七
例
）

で
全
体
的
に
は
前
者
が
優
勢
。

●
砂
金　

日
国
語
誌
「
漢
字
表
記
は
、
古
く
は
「
沙
金
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、

中
世
以
降
次
第
に
「
砂
金
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
な
お
、「
さ
き
ん
」
と

読
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で

は
「
し
ゃ
き
ん
」
と
読
む
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
」。
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流

記
資
財
帳
「
沙
金
并
消
金
六
十
一
両
三
分
」（
天
平
十
九
年
二
月
十
一
日
、
大
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日
本
古
文
書
）、
御
堂
関
白
記
「
沙
金
百
両
」（
長
和
五
年
〔
一
〇
一
六
〕
七

月
一
〇
日
）、
高
野
本
平
家
物
語
「
砂
金
〈
シ
ャ
キ
ン
〉
一
千
両
〈
中
略
〉
法

皇
へ
進
上
」（
三
・
公
卿
揃
）、
文
明
本
節
用
集
「
砂
金 

シ
ャ
キ
ン
」（
シ
器
財
）。

●
ひ
き
つ
ヽ
み
（
て
）　

色
「
裹 

ツ
ヽ
ム 

袋
（
以
下
二
五
字
略
）
已
上
裹
」（
ツ

辞
字
、
黒
川
本
）。
意
味
の
広
い
ツ
ツ
ム
（
包
・
慎
）
に
対
し
、
ヒ
キ
ツ
ツ
ム

は
手
元
に
寄
せ
て
物
理
的
に
包
装
す
る
意
か
。

①　

�

古
き
新
し
き
と
〈
布
ヲ
〉
一
く
だ
り
づ
つ
ひ
き
つ
つ
み
て
「
こ
れ
、
せ

さ
せ
給
へ
」
と
て
（
蜻
蛉
日
記
・
上
・
天
暦
一
一
年
）

②　
（
歌
ヲ
）
ひ
き
つ
つ
み
て
松
の
枝
に
付
け
て
奉
り
給
ふ
（
夜
の
寝
覚
・
三
）

③　

笠
ウ
チ
着キ

、
足
ヒ
キ
ツ
ツ
ミ
、
ヨ
ロ
シ
キ
姿
ス
カ
タ
シ
タ
ル
物

�
（
大
福
光
寺
本
方
丈
記
）

④　

�

く
れ
な
ゐ
の
色
紙
に
心
ち
よ
げ
に
ひ
き
つ
つ
み
た
る
ふ
み
、
す
す
き
の

穂
に
つ
け
た
る
を
（
浅
茅
が
露
、
中
世
王
朝
物
語
全
集
二
四
二
頁
）

⑤　

�

御
髪グ
シ

ノ
有
ケ
ル
ヲ
引
ツ
ツ
ミ
テ
「
且
ハ
是
ヲ
形
見
ト
モ
御
覧
ゼ
ヨ
…
」

ト
心
細
ク
書
付
給
テ
（
延
慶
本
平
家
・
一
末
・
成
親
卿
出
家
事
）

⑥　

�

督
の
君
〈
中
略
〉
つ
き
づ
き
し
く
心
ふ
か
く
ひ
き
つ
つ
み
て
、
動
き
を

だ
に
し
給
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
（
と
り
か
へ
ば
や
物
語
・
二
）

例
⑥
は
新
編
全
集
「
衣
に
身
を
包
ん
で
」（
石
埜
敬
子
訳
）、
講
談
社
学
術
文

庫
「（
思
慮
深
く
）
身
を
慎
ん
で
」（
桑
原
博
史
訳
）
と
両
説
あ
る
。

　
『
発
心
集
』
に
は
ヒ
キ
ツ
ツ
ム
二
例
、
ツ
ツ
ム
二
例
が
あ
っ
て
比
較
可
能
。

⑦　

�（
調
理
さ
れ
た
魚
を
）
よ
く
よ
く
食
う
て
、
残
り
を
ば
、
土
器
を
蓋
に
お

ほ
ひ
て
、
紙
に
ひ
き
つ
つ
み
て
〈
中
略
〉
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
出
で
に

け
り
。（
一
の
九
・
神
楽
岡
清
水
谷
仏
種
房
事
）

⑧　

�

僧
〈
中
略
〉
尊
み
あ
は
れ
ん
こ
と
限
り
な
し
。「
さ
て
も
物
欲
し
く
お
は

す
ら
ん
」
と
て
、
干
飯
を
い
さ
さ
か
ひ
き
つ
つ
み
て
取
ら
せ
け
れ
ば

�

（
三
の
四
・
讃
州
源
大
夫
俄
に
発
心
往
生
の
事
）

⑨　

金
こ
が
ね
は
藁
に
つ
つ
め
り
と
て
も
、
直
あ
た
ひ

少
な
か
ら
ず

�

（
七
の
三
・
中
将
雅
通
、
法
華
経
を
持
ち
、
往
生
の
事
）

⑩　

金
こ
が
ね
を
お
ど
ろ
に
つ
つ
み
、
宝
珠
を
土
に
埋
む
が
ご
と
し
。

�

（
八
の
一
・
時
料
上
人
隠
徳
事
）

ヒ
キ
ツ
ツ
ム
は
僧
が
食
物
を
持
ち
帰
れ
る
よ
う
包
装
す
る
こ
と
。
ツ
ツ
ム
は

い
ず
れ
も
黄
金
（
の
よ
う
な
価
値
あ
る
も
の
）
を
藁
や
棘
お
ど
ろ
（
＝
い
ば
ら
・
や

ぶ
）
あ
る
い
は
泥
（
寛
文
十
年
刊
本
は
「
金
を
ど
ろ
に
」）
で
隠
す
意
。
続
古

事
談
の
例
も
ツ
ツ
ム
の
は
「
莚
む
し
ろ
」（
粗
末
な
も
の
）。

⑪　

�

寛
平
法
皇
は
こ
と
に
倹
約
を
好
み
〈
中
略
〉「
莚
に
て
棺
を
つ
つ
み
て
、

か
づ
ら
に
て
こ
れ
を
か
ら
げ
よ
」
と
ぞ
の
た
ま
ひ
け
る
（
30
話
）

●
ふ
と
こ
ろ　

色
「
懐 

フ
ト
コ
ロ 

抱 

同
」（
フ
人
事
、
黒
川
本
）（

本
学
教
授
）


